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資料２
令和５年８月３０日 
第１回第3次健康日本21旭川計画策定部会 



（仮）第3次健康日本21旭川計画の策定について
これまでの経緯

健康日本21旭川計画
平成17年度：中間評価
平成21年度：追補版発行
平成23年度：総合評価

平成14年度～平成22年度 ～平成24年度
延長

第2次健康日本21旭川計画

平成25年度～令和4年度
延長

～令和５年度

平成29年度：中間評価
令和３年度：追補版発行
令和４年度：総合評価

第3次健康日本21旭川計画

令和11年度：中間評価

令和６年度～令和17年度（案）
※国の計画期間に合わせると12年
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基本方針
① みんなで取り組む健康づくり
② 一次予防の重視
③ 目標等の設定と評価
④ ライフステージに応じた健康づくり
⑤ 市民に対する情報提供
⑥ 市民参加

最終的な目標
疾病や障害の有無にかかわらず，すべての市民が生涯を通じて健やかで心豊かな生活を送ること
ができるよう，健康上の問題で日常生活が制限されることなく生活できる期間（健康寿命）をで
きるだけ延ばしていくとともに，自身が満足できる豊かな生活に向けて，QOL（生活の質）の向
上を図る

基本方針
① 健康づくりにおける基盤の確立
② みんなで取り組む健康づくり
③ 自ら実践する健康づくり
④ ライフステージに応じた健康づくり
⑤ 健康づくりのための環境整備
⑥ 目標等の設定と評価による効果的な健康づくり

継続

新たな視点を取り入れ
再構築



計画の位置付け

健
康
増
進
法

【国】
○国民の健康の増進の総合的な推進を図るための
基本的な方針
○国民健康づくり運動：健康日本２１（第３次）

【北海道】
○健やか北海道２１

第８次旭川市総合計画

（仮称）第３次健康日本２１旭川計画

■スマートウエルネスあさひかわプラン
■旭川市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画
■旭川市国民健康保険保健事業実施計画（データヘ
ルス計画）
■旭川市食育推進計画
■旭川市スポーツ推進計画
■旭川市自殺対策推進計画
■旭川市地域福祉計画
■旭川市障がい福祉計画・旭川市障がい児福祉計画
■旭川市子ども・子育てプラン
■旭川市社会教育基本計画
■旭川市学校教育基本計画

連携・調和

【健康増進法第8条第2項】

 市町村は、基本方針及び都道府県健康増進計画を勘案
して、当該市町村の住民の健康の増進の推進に関する施
策についての計画（以下「市町村健康増進計画」とい
う。）を定めるよう努めるものとする。
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（仮）第3次健康日本21旭川計画策定体制

市（事務局） 市民・関係団体

意見提出手続（パブリックコメント）

保健所運営協議会

　地域保健に関係す
る団体の代表者,地域
保健に関し学識経験
者,公募委員等

策定部会【審議】

計画骨子案

目標・健康指標等

計画素案

計画策定

市民アンケート

令和４年度 第２次健康日本２１
旭川計画総合評価

附属機関
庁内推進会議

専門部会

栄養・食生活

身体活動・運動

こころの健康づくり

歯・口腔の健康

生活習慣病・たばこ

事務局
保健所  
健康推進課

審議・報告

意見・承認

意見聴取

計画骨子案

施策体系

健康指標

計画素案

取組の整理

推進体制

計画策定
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第２次健康日本２１旭川計画 施策体系
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第2次健康日本21旭川計画
総合評価

分野
健康指標 

達成・改善項目/全項目 未達成の健康指標 

栄養・食生活
6/22 
(27.3%) 

●適正体重を知っている人の増加（男性） 
●適正体重を維持している人の増加 
●栄養成分表示を参考にする人の増加 
●栄養バランスのとれた食事を用意している人の増加 
●野菜の摂取量の増加 
●朝食を摂らない人の減少（２０～３０歳） 
●朝食を毎日食べている児童生徒の増加 

身体活動・運動
7/22 
(31.8%) 

●意識的に体を動かすことを心がけている人の増加（女性） 
●日常生活における歩数の増加（70歳以上男性，20歳以上女性） 
●65歳以上で体力の衰えを心配する人の減少 
●１週間に２回以上運動する人の増加 
●1回の運動時間が30分以上の人の増加 
●ほとんど運動しない人の減少（降雪期） 
●運動習慣者の増加  

休養・心の健康づくり
・アルコール

10/16 
(62.5%) 

●ストレス解消法を知っている人の増加 

歯の健康
15/19 
(78.9%) 

●歯や口に悩みや気になることがある人の減少（30歳以上） 
●歯周病を有する人の減少（40歳代，60歳代） 
●フッ素物洗口を行う幼児の増加 

たばこ
7/11 
(63.6%) 

※健康増進法の改正により，４項目判定不能  

糖尿病・循環器病
・がん

10/32 
(31.3%) 

●がん検診受診率の向上（胃がん，肺がん，大腸がん，乳がん）

●特定保健指導の実施率 
○食塩摂取量の減少（再掲） 
●脂質異常症の減少（女性） 
●高血圧の改善（男女） 
●メタボリックシンドローム該当者・予備群の減少  
●脳血管疾患SMRの低下 
●虚血性心疾患SMRの低下（男性・女性） 
●合併症（糖尿病による人工透析）の減少 

指標の達成が
50％以下

栄養・食生活

身体活動・運動

糖尿病・
循環器病・がん
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分野 課題 

 

今後の重点的な取組 

栄養・食生活 ・適正体重を維持している人を増やす 
・野菜の摂取量の増加・朝食の摂取率の上昇 

・朝食摂取の重要性について周知・啓発するとともに朝食摂取の習
慣化に向けた取組の推進

・適切な量と質の食事の実践に向けた食支援の実施 

身体活動・運動 ・健康無関心層に向けた運動・身体活動の動機付けや習慣化 
・市民が主体的に行う健康づくりを支援するための各種健康情報や

イベントなどの情報発信の強化 
・健康無関心層に対する運動・身体活動の動機付けや習慣化を目的

とした健康づくりツールの提供 
休養・心の健康づくり・

アルコール 
・自殺予防対策として,相談窓口の周知や関係者間の連携推進

・休養の確保に向けた取組の推進

・PDCAサイクルを通じた柔軟かつ迅速な自殺予防対策の推進
・休養の確保やメンタルヘルスについての普及啓発

歯の健康 ・ライフステージに応じたセルフケアや生活習慣の改善 
・定期的な歯科受診等の普及啓発 ・関係団体と連携した歯や口の健康に関する情報提供の充実 

たばこ ・未成年の喫煙防止と望まない受動喫煙の防止 ・喫煙の健康影響についての普及啓発・受動喫煙対策に関する施設

への周知と飲食店における禁煙表示の促進 

糖尿病・循環器病・がん 
・健診・検診受診率の向上及び保健指導実施率等の向上 
・生活習慣病の発症や重症化の予防に向けた個人への指導や受診勧
奨及び職域や地域への働きかけ

・市民が主体的に行う健康づくりを支援するための各種健康情報な

どの情報発信の強化 
・健診の受診から生活習慣の改善につなげる等、脂質異常症・高血

圧などの発症及び重症化予防に向けた取組の継続（強化） 
・がん検診の受診率向上のための取組の充実（個別勧奨，関係団体

と連携した啓発活動） 
・国のがん検診に関する指針に合わせた，今後の本市のがん検診の

実施方法（検診方法，対象年齢等）の見直しの検討 
・インターネット，SNS等を活用した市民への受診勧奨 

その他 ・新しい健康づくりスタイルの提案等と関係団体との連携強化 ・体験型・参加型となるイベント等の実施，関係団体や民間企業と

連携・協働の健康づくり 

第２次健康日本２１旭川計画における分野別課題 



健康日本２１（第三次）について
令和５年５月１７日 自治体向け説明会資料抜粋
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（仮）第３次健康日本２１旭川計画の方向性について
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国の概念図を踏まえ，旭川計画の分野等を整理
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【分野】

栄養・食生活

身体活動・運動

休養・睡眠

飲酒

喫煙

歯・口腔の健康

生活習慣の改善

がん

循環器病

糖尿病

生活習慣病の発症予防
／重症化予防

栄養
食生活

身体活動
運動

休養
心の健康づくり
アルコール

たばこ

糖尿病
循環器病
がん

歯の健康

１
次
・
２
次　

旭
川
計
画
（
６
分
野
）

国の領域・分野に変更

栄養・
食生活部会

身体活動・
運動部会

こころの健康
づくり部会

歯・口腔の 
健康部会

生活習慣病・
たばこ部会

取
組
目
標

個
人
の
行
動
と
健
康
状
態
の
改
善
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第３次 健康日本２１旭川計画 体系図 （案）


